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論 文 内 容 の 要 旨

n次元 (可微分)多様体Mが (n-r)次元部分多様体Lαの和集合であり, 局所的にはユークリッド空

間の直積 Rn十rxRrの構造をもつとき,Mは余次元rの葉層 (foliation)構造 F-tLα) をもつと云い,

各LαをFの葉 (leaf)と云う｡ 局所構造の変換がC辞一級のとき,FはC只一級の葉層構造と云われる. ま

た,これはM上の微分形式と関係づけて解釈することもできる｡とくに,余次元 1の葉層構造は,積分可

能条件 al<da)-Oをみたす,いたるところ0でないM上の 1-形式 a)の積分多様体のことである｡aJ(Ⅹ)

≠OをみたすM上のベクトル場の生成する1-パラメーター変換群 tpt,t∈Rl) をとる｡ 一つの葉Lの上

の二点x,yを結ぶ道 (path)A:[0,1]-Lを考えると,十分 0に近いEに対して E-e(0)をみたす連続函

数 Bcl(i)-pE(t,(A(t))は一つの葉の道となるものが存在する｡x-y のとき,Eに E(1)を対応 させるこ

とにより,Lの基本群からRの局所微分同相の芽の作る群への準同型が得られる｡ これはLのホロノ ミ-

とよばれ,Lに近い葉がLに巻きつく様子を表現するものである｡Fの全ての葉Lに対して,ホロノ ミ-

が自明であるとき,Fをホロノ ミ-のない葉層構造という｡

申請者今西英器がこの論文でめざしたものは,コンパクト多様体の上のホロノ ミ-のない余次元 1の葉

層構造に関する,Sackstederの定理を正確に定式化し, これを輪環面上の流れ (flow)に関す る古典的

な Denjoyの定理の一般化としてとらえ,その幾何学的な証明を与えることである｡ 定式化されたSack･

stederの定理は次のように表現される｡

定理1.1. Mをコンパクト多様体, FをMの上の余次元 1の ホロノ ミ-のないC2一級の菓層構造とす

る. このときMの上のCO一級の流れ ptが存在して,(i)ptはFの葉をFの葉にうつし,(ii)ptの 軌跡

(orbit)はFの葉に transversalである｡

これは更に次のように精密化される｡

定理1.2. 定理1.1.のM,Fに対して,M上のいたるところで 0でない閉 1-形式 alとMの同相写像h

が存在し,hGまFの葉をaJで定義された葉層構造FαIの葉に微分同相にうつす｡またこのようなhは恒等
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写像にいくらでも近くとることができる｡

申請者の手法によれば,Sackstederの定理の次の様な一般化を証明できる.

定理1.3. 定理1.1のM,Fにおいて,Fは単にCl一級であるとするとき,定理1.1の帰結がなりたつた

めには,Fが例外的な菓 (その閉包がMの中で 110Wheredenseかつ perfectになる葉) をもたないこ

とが必要十分である｡

申請者は,Lの中の道lに対して,前記のようなbelの存在するEの上限が有限であれば,自明でないホ

ロノミ-をもつ葉の存在すること (定理3.1)を示した｡ したがって,ホロノミ-のないFに対しては,

ptの一つの閉軌道γに対して,γへL上の二点を結ぶ道Pより作られるbelはγの微分同相を与える｡ こ

のような微分同相全体 G(F)はγの微分同相の作る群 Diff(γ)の freeな (単位元以外は不動点をも

たない)部分群となる｡ このようにして, 申請者は葉層の問題を古典的な Denjoy の結果と結びつけ,

Diff(γ)の有限生成かつ freeな部分群Gが,γにC2一級で作用するときは h-1Gh がγの回転群に含ま

れるようなγの同相写像hが存在すること,またγにCl一級で作用するときはこのようなhの存在はG

の軌道がγで denseならばなりたつこと (定理2.1)を示した｡G-G(F)のとき,このようなkが存在

すれば定理1.1の流れ pもが ptの速度を調整することによらてえられる｡

FがC2一級のときは,Novikovの準同型を用いて,G(F)が有限生成であることが示される｡

以上のようにし.て,定理1.1,1.3が証明され, さらに Tishlerの定理等を用いて定理1.2が証明 され

る｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

葉層構造は多様体上の微分方程式の解空間の系または微分形式の積分多様体の系として,古くから知ら

れていたが,その幾何的構造はいまだ十分に解明されているとは云い難い｡1764-5年に R.Sacksteder

はホロノミ-のない余次元 1の葉層構造について研究した｡ この Sackstederの研究はRlに局所微分同

相として作用する擬群 (pseudogroup)の極小集合の研究から導かれるものであるが,その証明には複

雑な計算を要し,幾何学的に解り難くかつ定理の定式化も明確さを欠くところがあった0

申請者今西英器は主論文において,Sackstederの定理の定式化 (定理1.1),その精密化 (定理1.2)お

よびCl級の場合への一般化 (定理1.3)をおこない,これらを輪環面上の流れの研究との類似として把握

つ流れの存在を,円周γの微分同相群 (Diff)の部分群Gに対するhllGhが回転群に含まれるような (必

ずしも微分同相でない) 同相写像hの存在, という古典的な Denjcyの定理の形のものに帰着 させるこ

とによって示している｡後者の Diff(γ)に関する Denjoyの定理の一般化は,最近のJ.Woodの研究結

果をも含むものである｡

最近の葉層構造の研究は,余次元 1の葉層構造の存在性については多くの進展がみられ,申請者の参考

論文はその一つの重要な進展でもあるが,葉層構造のもつ性質の研究は,研究手段に乏しくあまり成果は

あげられていなかった｡申請者の主論文における手法は独創的なもので,定理1.3にみられるように従来

の結果を容易に一般化できるものであり,今後この方法による菓層構造の研究の発展に大いに期待される
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ものである｡以上のように申請者の研究はこの方面の研究発展に寄与すること多大である｡

よって,本論文は理学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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